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長崎伝習所の「塾」事業は、昭和61年度の

創設以来、人材のネットワークづくりと地域

の活性化を目的に活動し、市民と行政の協

働の場としてまちづくりについての調査研

究や実践活動を展開しています。 

現在、平成27年度に活動する「塾」の塾長・

塾テーマを募集しています。 

長崎のために何かしたい！まちづ

くりのためにこんなこと提言した

い！という熱い想いを持っている

方のご応募をお待ちしています。 

 

◆対象 

市内にお住まい、通勤、通学され

ている方 

◆応募期限 

平成27年1月16日（金）17：00必着 

◆塾の活動期間 

平成26年5月（予定）～平成27年3月 

◆申込方法 

長崎伝習所事務局（馬町21-1市民活動セン

ター内）、市役所本館案内所、行政

センター、支所にある申込用紙に必

要事項を書いて提出 

※ホームページでも入手可 

◆選考方法 

長崎伝習所運営委員による書類審

査、公開プレゼンテーション審査会

により決定 

長崎ベイサイドマラソン＆ウオークは、ハーフマラソンをはじめとす

るマラソンの部とウオークの部を同時開催しており、毎年5,000人を

超える方が参加しており、長崎の秋の風物詩となっています。 

マラソンの開催にあたっては、スポーツ振興課が大会の企画・全体調

整を行い、各団体や市民サポーターが様々な形で協力しています。 

長崎市陸上競技協会や市民ランナー団体は、大会前の沿道警備マ

ニュアルの作成補助やコースの測定、大会当日は競技運営を行って

います。また、地元自治会や関係団体、高校生サポーター

など多くの方がコース上の警備、給水、参加者受付などを

行い、大会を支えています。 

市民の皆さんと一体となって大会を開催することで、全国

各地から長崎を訪れる方を温かくお迎えし、おもてなしの心あふ

れる大会として参加者の満足度アップ、リピーター化につながって

います。 
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・大会の円滑な運営 

・参加者の満足度アップ 

長崎伝習所のマス

コットキャラクター 

“でんでん” 

地元自治会、 

市民サポーターなど 

沿道警備、給水、参加

者受付等運営補助 

長崎市陸上競技協会 

市民ランナー団体 

競技運営協力、コース

測定、沿道警備マニュ

アル作成補助 

スポーツ振興課 
大会の企画・全体運営 

関係機関との連絡調整 

協働 
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これって協働？～アダプトプログラム～ 
アダプトプログラムは、市民と行政が役割分担を定め

た協定を結び、両者のパートナーシップのもとで美化を

進めている「まち美化プログラ

ム」です。 

一定区間の公共の場所を養子に

みたて、市民が里親となって、ご

み拾いや除草などを行い、廃棄物

対策課が、ゴミ袋や軍手などの支

給、ごみの収集、サイン看板の設

置などを行っています。 

里親の皆さんがわが子をかわい

がるように美化活動を行うこと

で地域への愛着が

増し、市民の環境美

化に対する意識の

向上や協働による地

域活動の推進が図ら

れ、長崎のまち全体が

きれいになるという、協働の効果あらわれています。 

 

ちゃんぽんミーティング開催 自分新化講座第3回開催 

12月11日(木)、「映像でまちづくり」をテーマにちゃんぽ

んミーティングを開催しました。今回は映像を使って活

動を行っている団体、個人から13人が参加しました。 

今回もちゃんぽんを食べ、それぞれ自己紹介をして意

見交換がスタート。 

参加者からは、「映画の誘致には市民の巻き込みが不可

欠。もっと多くの人を巻き込んでいくことが課題」「長崎

には貴重な映像資料がたくさんある。しかし、それをど

う集め、保存していくか考えていく必要がある」という

ような意見が出ました。 

会が終わった後も参加者は、

遅くまで残って名刺交換した

り、話をしたりしていて、映像

関係のネットワークの輪がます

ます広がっていく予感がしま

した。 

今年度のちゃんぽんミーティ

ングは、今回で最後ですが、来

年度も月に1回程度開催してい

く予定です。興味があるテー

マの際は、ぜひご参加くださ

い。 

11月26日(水)、長崎伝習所の特別講座「自分新化講座」

の第3回を、長崎ブリックホール国際会議場で開催し、約

340人が参加しました。 

講師は、JR九州の「ななつ星」などをデザインされたデ

ザイナー・イラストレーターの水戸岡鋭治氏。「デザイン

は公共のために」をテーマに、水戸岡氏が自身のコンセ

プトとして持っている21の言葉をエピソードを交え伝え

たほか、水戸岡氏がデザインした事例について写真や

動画を使い、裏話も交えながら紹介しました。 

「『理解することと賛同することは別である』これまで

日本人は、理解したら賛同したと思い込んでしまい、賛

同するまでの議論を交わしてこなかった。これから議論

をきちっと交わせるようにならない限り、まちづくりは

できない」と語りました。 

次回は、1月15日(木)に開催します。講師は、プロデュー

サーの残間里江子氏。テーマは、「創造のためのプロ

デューサー感覚」です。 

五島市民協の視察を受け入れました 

12月5日(金)、五島市の民生委員児童委員協議会（以下

民協）の視察を受け入れました。 

今回訪れたのは五島市民協の21人。 

「市民活動センターと協働について学びたい」というこ

とから、市民協働推進室と長崎市社会福祉協議会ボラ

ンティア室が市民活動センターや協働の取り組みにつ

いての紹介を行いました。 

視察に来られた皆さんは、発表を熱心に聞き、「協働を

進めていくうえで気を付けていることは何か」など

次々に質問が飛び出していました。 

終了後、参加者からは「大変勉強になった。五島市でも

できることを取り組んでいきたい。」という感想が出て

いました。 

 
廃棄物対策課 
清掃物品の支給、

ゴミ収集、サイン

看板の設置 

里親(団体) 
散乱ごみの収集、

除草、不法投棄等

の情報提供 

・環境美化意識の向上 

・地域活動の推進 

協働 


